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■「日本と再生」上映会 開催報告 

   ～どうせ勝つ闘い！～ 
 

「脱原発、再生可能エネルギーの普及にこそ未

来があるとわかった」、「これからの展望が見え

て、元気のでる映画だった」・・・７月１１日に

NPO 法人原発ゼロ市民共同かわさき発電所が主

催した映画『日本と再生』上映会は参加者に大き

な勇気と感動を与え、約２４０名の参加で成功し

ました。 

 

この上映会は、当 NPO 法人の市民発電所３号機が、年内にも「うしおだ診療所」の屋

上に建設されることが決定したことを記念するイベントとして、公益財団法人・横浜勤労

者福祉協会との共催でおこなわれました。 

 

上映会には、この映画の監督を務めた

河合弁護士も参加、講演をおこなってい

ただきました。河合弁護士は、日本各地

の原発訴訟に取り組む一方、これまでも

ドキュメンタリー映画「日本と原発」、

「日本と原発 ４年後」を制作、今回が

原発を題材にした３作品目の映画となり

ました。これまでの原発の問題点を掘り

下げる映画ではなく、今回は「原発を無

くしたあと、自然エネルギーで十分にや

っていけることがわかる」映画となって

おり、ドイツ、デンマーク、アメリカ、

中国などですすむ「再エネ革命」を現地へ行き取材して事実を積み上げ「原発がなくなっ

ても平気」だということを上手に描いた映画となっていました。 

 

河合弁護士は講演の中で、福島第一原発事故を契機に、脱原発、再生可能エネルギー普

及へと国家として舵を切ったドイツに対して、日本国内では２つのデマがあると指摘。   
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「日本と再生」のパンフレット表紙 

 

監督・河合弘之（弁護士）さんの情熱あふれる講演を

お聞きし、参加者一同、勇気と感動をもらいました。 
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１つは、フランスの原発の電気をドイツは輸入してい

るから脱原発ができるというデマ。もう１つは、自然

エネルギーは不安定で使い物にならないというデマ。

その２つのよくある疑問を、映画の中で河合弁護士は

ドイツの専門家にぶつけ、「またその質問か、そんな

ことはない」と言われる様子がでてきます。島国の日

本と異なり、EU 諸国は送電網でむすばれ常時、国を

超えた電力の売買や融通がおこなわれ、ドイツがフラ

ンスから輸入する電気もあるが、その多くはフランス

がドイツを経由して他国へ輸出している電気であり、

フランスとドイツの二国間で見るとドイツの側が輸出

超過になっているという事実。ヨーロッパでは、日本

のようなベースロード電源という考え方はなく、１つ

１つはその時々の自然環境によって出力が不安定な太

陽光や風力も、まとまれば一定の安定性があり、気象

予報を活用して自然エネルギーを優先して使用、他の

電源や他国との電気の輸出入で需給を調整する「フレ

キシビリティ」という考え方が主流になっていると河

合弁護士は語りました。 

さらに、「原発は危険だから自然エネルギー」とい

うだけでなく、世界的には自然エネルギーの大量普

及、技術学習効果によって自然エネルギーの発電コストが低下、経済的にも「原発よりも

自然エネルギーの方が儲かる」ということが社会の常識になりつつあるそうです。太陽光

パネルは、１９７５年からの４０年間で生産コストが２００分の１にまで下がりました。

こうした技術学習効果は原発では現れず、逆に原子炉の生産コストは上昇傾向にありま

す。 

経済的な優位性のある「再エネ革命」は誰にも止められない、脱原発・再生可能エネル

ギー普及という考え方は世界の大きな潮流に乗っており、日本国内では原発再稼働など一

時的な逆流はあるが、❝どうせ勝つ❞

闘いであり一喜一憂することはない、

と河合弁護士は訴えました。 

 

また、上映会では、当 NPO 法人が

これまで調査・研究をおこなってきた

『浜岡原発は川崎市民にとって特別な

危険性がある』という点について、到

達点をまとめたパンフレットが参加者

に配布され、田中副理事長より説明も

おこなわれました。 

 

 
監事 鴨下 元 

当 NPO 法人が制作した「パンフレット」を配布し、 

田中副理事長から『浜岡原発の危険性』を訴えました。 

 

 

当 NPO 法人の川岸理事長より活動紹介 

 

「うしおだ診療所」の相楽さんよりご挨拶 
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■9/16「おひさまフェス✕  

星空上映会 in かわさき」 

 今年も開催します！！ 

 

日時：９月１６日（土） 

    １４：００～１９：３０ 

   ※荒天時は 9/17 に順延 

 

場所：二ヶ領せせらぎ館下多摩川河川敷 

      JR 南武線、小田急線「登戸駅」 

            から徒歩８分 

             

主催：おひさまフェス✕星空上映会 in 

         かわさき実行委員会 

共催：NPO 法人多摩川エコミュージアム 

後援：川崎市教育委員会、神奈川新聞社 

 

テーマ：change the future, after 3.11  

１４：００～ おひさまフェス 

 ☆音楽イベント☆  

  ６グループ ※チラシをご欄ください。 

 ☆飲食☆販売☆展示☆参加型ブース☆ 

１８：００～１９：３０ 星空上映会 

    ※上映内容はチラシをご覧ください。 

 

 

このお祭りの電気は、自然エネルギーを目指す 

市民が協力して建てたソーラー発電所（ＮＰＯ法人

原発ゼロ市民共同かわさき発電所２号機）の電気

を使用しています。 

ハーブソーセージドッグ、缶ビール、酒、ベーグル、

クッキー、ケバブ、じゃがバター、べっこう飴、他。 

再エネ広場、キッズブース、防災ブース、脱原発

ブース、他。       （8/15 時点） 
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■パブコメ（8/26〆切）を出しましょう 

原子力から自然エネルギーへの移行を目指す『パワーシフト・キャンペーン』から、 

以下の呼びかけをいただきました。ぜひ、私たちも一人ひとり、意見を出しましょう！ 

～託送料金に賠償・廃炉費用？！省令案～ 

2016 年の 9 月から年末にかけて、原発事故の賠償費用の一部、廃炉費用の一部を「託

送料金で負担」という議論があり、大きな論戦となりました。 

年末のパブリックコメントに取り組んだかたも多いかと思います。 

パワーシフト・キャンペーンは、声明の発信や署名、新電力アンケート（2016 年 11

月）、院内集会開催など活動しました。 

その後、2 月 9 日に開催された「電力システム改革貫徹のための政策小委員会」でこの 

パブコメを受けて「中間とりまとめ」が出されました。（託送料金への上乗せに反対する 

意見はまったく反映されていません。） 

それをもとに、具体的な経済産業省令案となったのが、今回のパブコメ対象です。 

締め切りは 8 月 26 日（土）、一言でよいのでみんなで出しましょう。 

 

▼「電気事業法施行規則」等の一部改正に対する意見の募集について 

http://search.e-

gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=620117032&Mode=0 

資料は、省令案のため 67 ページ、読みにくいものですが、ポイントは以前と変わりません。 

▼詳細はこちら：  

http://power-shift.org/publiccomment_170826/ 
 

 

 

 

 【編集後記】 

今年の８月は雨の日が１６日も続き（都心）、異常な

お盆となりました。日照不足による作物の不作等が心

配され、私たちの発電所の発電量も気がかりです…。 

7/11 の「日本と再生」上映会から１ヵ月あまり経

ちましたが、開催報告を編集しながら、あの時の感動

が蘇ってきました。日本中の大勢の方に観てもらいた

い映画です。9/1（金）、厚木市文化会館で２回上映

（15 時～、18 時半～）されます。河合監督のお話も

聞けるので、２度でも３度でも、ぜひ観てください。 

                 （加藤伸子）              

でん太通信は毎月 15 日に発行しています。 

■NPO 法人 原発ゼロ市民共同かわさき発電所■ 

ホームページ  

http://genpatuzero-hatuden.jimdo.com/ 

フェイスブック 

https://www.facebook.com/genpatuzero.hatuden 

連絡先 TEL ０９０―７９４８―６１８９ （川岸） 

 

http://power-shift.org/publiccomment_170826/

